
商
業
・
サ
ー
ビ
ス
業
で
は
二
人
以
下
、

製
造
業
そ
の
他
で
は
五
人
以
下
の
小

企
業
者
で
あ
る
こ
と
。

一
共
一
一
'
加
四
1
 
す
"

"
:
~
,
、
"
・
、
,
・
、
・
う
車

記
帳
継
続
指
導
実
施
自
め
 
0
 
ン

毎
月
第
二
月
燿
か
ら
四
日
間
、
記

帳
継
統
指
導
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

記
帳
の
仕
方
が
わ
か
ら
な
い
、
税
金

は
?
こ
の
よ
う
な
方
は
帳
簿
等
ビ

ス

持
参
の
う
え
船
気
軽
に
御
利
用
く
だ

さ
い
。京

・
津
・
奈
商
議
所

建
設
工
業
部
会
懇
談
会

f

部
日
・
奈
良
ホ
テ
ル
別
館
で

ヘ
?
、
、

、
ー

京
都
大
津
、
奈
良
の
各
会
議
所

建
設
部
会
の
合
伺
懇
談
会
が
那
日
、

午
後
三
時
か
ら
奈
良
ホ
テ
ル
別
館
で

開
催
さ
れ
る
。

ー
＼
七
・

一
'

当
日
は
、
各
部
会
活
動
及
び
建
設

業
界
の
諸
問
題
等
に
つ
い
て
討
議
さ

れ
る
ほ
か
、
会
議
終
了
後
懇
鑒
が

予
定
さ
れ
て
い
る
。

4321

艮牙被

一
山

701137111211

女

雫昇

男

鼻
、

上

計

、

登
訓
夾
N
路

数

▼
水
銀
杠
も
上
が
り
つ
。
は
な
し
の
今

日
こ
の
頃
、
凱
晃
気
の
方
、
こ
う
あ

れ
、
は
:
:
:
と
お
考
え
の
こ
と
と
思

い
ま
す

▼
し
か
し
、
商
売
と
い
う
も
の
な
か

な
か
思
V
ど
お
り
に
い
か
な
V
、

の
。
い
ろ
い
ろ
ご
苦
労
さ
れ
て
い

る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

▼
そ
こ
で
、
当
所
で
は
、
商
売
上
の

一
助
に
な
れ
ば
と
既
設
の
専
問
相

談
に
加
え
、
経
営
相
談
室
を
設
け

ま
し
た
。
相
談
員
は
中
小
企
誰

断
士
の
井
上
誠
逸
氏
、
中
小
企
業

行
政
に
携
力
っ
て
二
十
数
年
と
い

う
べ
テ
ラ
ン
で
す
。
そ
の
血
昌
昌
な

経
験
と
説
得
力
は
、
経
営
上
プ
ラ

ス
に
な
る
こ
と
が
大
き
い
と
考
え

ま
す
。

▼
相
談
日
は
毎
週
火
曜
貝
お
気
軽

に
ご
^
用
く
だ
さ
い
。

数

国
所三

帝
興

月

目

4

項

数

月

足

件

5

イ
、

充
客

6

紹

乗

3

月

9

月

、
一
ご

■
=
耳
二
=
一
一
二
一
一
一
一
.
一
一
一
一
一
.
一
一
一
=
一
三
一
、
一
一
=
=
一
二
一
一
=
二
一
一
=
ニ
=
=
二
一
=
一
=
=
胃
=
=
冒
一
一
三
一
一
三
=
三
一
一
=
一
二
一
一
一
一
二
一
一
=
ニ
=
=
ニ
=
一
一
一
一
=
=
=
=
=
一
三
=
一
一
.
三
一
一
.
一
=
一
一
二
=
=
ニ
=
=
ニ
=
=
=
ニ
=
=
二
里
一
二
=
一
=
ニ
=
=
0

5

6

r
-
E

金
融
相
談

税
務
・
記
帳
相
談

労
働
保
険
事
務
代
行

共
済
制
度
の
普
及

講
演
会
・
講
習
会
の
開
催

摘

月

ι

発
行
所

奈
良
市
登
大
路
町

豁
番
地
2

奈
良
商
工
会
議
所

編
集
責
任
者

"
=
=
=
=
冒
=
=
一
.
ニ
=
一
.
一
=
=
=
=
=
=
=
=
=
ニ
=
一
三
=
一
=
=
一
一
一
.
一
=
=
ニ
=
=
ニ
=
=
=
=
=
三
=
=
一
.
一
一
=
一
.
ニ
=
一
三
一
一
冒
二
=
一
一
=
=
=
=
三
冨
二
=
=
三
=
τ
二
=
=
ニ
=
=
三
=
一
.
一
一
一
一
冒
二
=
=
ニ
=
=
=
=
〒
.
一
一
=
●
.
三
=
削

月5

月

豊

k

9

谷
武
芳

小

印
刷
所共

同
精
版
印
刷
総

一
部
五
十
円

号

6

,

経
営
改
善
指
導

各
種
検
定
試
験
の
実
施

情
報
・
資
料
の
提
供

意
見
具
申
と
建
議

貸
会
議
室
・
展
示
室

恭参
"

鼻

"
'

.
ニ

紗
,

暑
中
御
見
舞

申
し
上
げ
ま
す

役
員
議
員
一
同

予

゛

コ

一

リ

ノ

、

,
見
、、

リ

亀

ゞ
虫 .

一
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;
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■
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」

、
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蚕
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、

■

弄
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宅
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Y
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゛
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閏
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令

4
-

、
、
吋 り

、
鬼
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A

、

子
、

毒

2
3
4
5
6
7
8
9

. 、

小
業
で
、
そ
の
一
営
内

、
二
小
、
と
百
ヒ
よ
こ
る

、

」

、

'
'

J

モ

、
・
、
轡

'
、トー

共
、
少
"

ψ

見
、

'

、
゛

二

司
、

J
~

、
'

、

' ι゛
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第107号(昭和48年7月2日第三種郵便物認司')
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舮企業を育く地域をのぱす商工会議所司
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奈良会議所ニュース昭和52年8月10日(毎月1回10日発行)
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月間有効求人数

目
昭和51年事業帳告・収支決算を承認
政府系金融機関貸出金利改訂されるーーー
中小企業とPR ニーマム

中小企業近代化促進施行令・一部改正
これからのフブッシ"ン産業・・ーーー
『企業経営のカンどころ』ー
マイホームづくりの実現のための税知識一
経済政策に対して要望一・・ーー
・・・' 1{及j1反^[ニ^14ミヌ]三!,ミ方t旦・・・・・・・・・・・・
税の話題
求職者情帳
1肖息、・・・・ー
主要経済指標

^JJ、^^^

、

2,899

■^^"

、,^畔";.ー

112.フ
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印召和50年=10の^^
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区分

第107号(第三種郵便物認可)

新規求職者数
月間有効求職者数

".ー.'

人

有効求ノ、倍率

ノ＼

512

1,516
252
969

3,928
641

0.39

味谷理府統計局)

(奈良職業安定所)

310

9妬

150

550

2,051
376

571

102

419

1,87フ
265

前年比

△ 33.4
△ 19.6
16.フ

12.フ

△3.3
11.1

^

同月
0.46

-12 -

▲一

雑費光熱住居%急合

^
」

新規求

金額

、

奈良会議所ニュース 昭和52年8月10日(毎月1回10日発行)

奈良

乗客
乗客.、

商工会議所の事業
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あなたの街で
ナ捨吸がらの又
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倫
美ン'
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マル経資金融資
!小企業者にもっとも有利な融資制
!◎◎ ◎所保工お◎ 0 0

!貸担 貸中無会考利 貸
i出葆 付小葆議え付
1機 対企,所の限 吏 象業証会方i関保 度率,

相、頭々額
よ!マ談、のにルも、国も人 ^

、1、1^L 、 七五 用の
!金り不 .0 資゜1 五 、1

雇ででナ!融ま要 00万
%円1公せ( 万 す問る民小i庫んイ言 以

るい金内以、、、.ノ
ノ

、保 内 業せで公事、証
!協 員く_0 資上 運
1 △ のだ詳よ
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奈良県倒産状況

Ij『延"数

キ A"、

L袈
、;、

゛一運>ミ、"ム A コ

6月

、" Y

前年同月
(内整理を含を負債1,000万円以上)
乗客数(6月)

" Y 、ぞ、、^

43億6,300万

jj炉垂E

4億2,000万

奈良市消費者物価指数

蕪億

国鉄奈良駅

対前月比

1.1115.4

(国鉄奈良駅・奈良交通)(人)

奈良交通名所めぐり

、、,、ナ、、'土

47フ,27フ

奈良公園

5月

対前年同月比

115.8

437,979

0 イJ.

0.3

奈良一法隆
寺一西ノ京

12,628

フ.0

食料

6,2郭

職業紹介状況(6月)
(学卒パートを除く)

6.9

111.フ

5,7部



昭
和
五
十
一
年
度

事
業
報
告
収
支
決
算
を
承
認

第
鉐
回
議
員
総
会

当
所
で
は
、
昭
和
五
十
一
年
度
の
事
業
報
告
並
び
に
収
支
決
算

の
承
認
を
求
め
る
議
員
総
会
を
七
月
十
二
日
当
所
四
階
ホ
ー
ル

化
お
い
て
開
催
。
県
業
報
告
、
収
支
決
算
に
つ
い
て
は
原
案

ど
お
り
承
認
、
そ
の
他
の
議
件
に
つ
い
て
も
満
場
一
散
で
議
決

さ
才
ナ

総
会
は
上
田
会
頭
、
小
林
、
近
東

両
副
会
頭
ら
七
十
二
名
(
内
委
任
状

に
つ
い
て
〔
表
参

出
席
三
十
八
名
)
が
出
席
。
上
田
会

照
〕

一
^
ガ
^
長
と
な
り
畿
^
に
^
つ
た

以
上
二
件
に
つ
い

議
事
は
撮
張
項
か
ら
入
り
、
次

て
は
原
案
ど
蒲
り

の
と
お
り
級
告
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
承

承
認

④
奈
良
観
詣
査
特

認
さ
れ
九
。

累
員
一
部
異
動
に
つ
い
て

別
委
員
会
設
置
に

奈
良
張
タ
ク
シ
ー
鵠

つ
い
て

観
光
事
業
対
策
の

(
新
>
阿
出
博
氏

一
環
と
し
て
同
特

(
旧
)
吉
岡
二
郎
氏

別
委
員
会
の
設
置

(
5
月
部
日
付
)

@
三
号
議
員
一
名
補
欠
選
任
に
つ
い

を
議
決

⑤
奈
良
商
工
会
議
所

て

青
年
部
設
置
に
つ

近
東
弘
七
氏
(
現
副
会
頭
・
二
号

議
員
)
を
選
任

い
て

③
二
号
議
員
の
部
会
定
数
の
変
更
に

つ
い
て

次
の
と
お
り
二
号
議
員
定
数
玉

更
す
る

、
支
部
会
定
数
四
名
を
三
名

醸
造
部
会
定
数
一
名
を
二
名

璽
務
槻
要
靈
年
4
月
1
6
月
)

に
つ
い
て

⑤
会
員
増
強
運
動
に
つ
い
て

今
ま
で
の
部
会
別
入
会
状
況
に
つ

い
て
報
告
を
す
る
と
と
も
に
今
後

一
層
の
協
力
依
頼
を
な
す
。

次
い
で
協
議
事
項
に
入
り
、
汰
の

各
議
案
に
つ
き
そ
れ
ぞ
れ
慎
重
鴛

の
結
果
議
決
さ
れ
た
。

①
常
議
員
二
名
補
欠
選
任
に
つ
い
て

豊
沢
儀
雄
氏
(
醸
造
部
会
)

向
出
博
氏
(
交
通
運
輸
部
会
)

の
各
氏
を
常
議
員
に
選
任

②
昭
和
五
十
一
年
度
張
報
告
寵

に
つ
い
て

③
昭
和
五
十
一
年
度
収
支
決
算
承
認

会
議
所
運
営
の
強
化
、
事
業
の
活

発
化
を
図
る
意
味
に
お
い
て
当
青

年
部
を
設
置
す
る
こ
と
を
渓

⑥
経
済
政
策
に
関
す
る
要
望
泛
つ
い

て圃
需
給
バ
ラ
ン
ス
の
早
期
改
善

同
金
融
機
関
特
に
政
府
系
金
融
機

関
融
資
の
二
年
間
返
済
猶
予
と

既
借
入
金
の
長
期
金
利
引
下
げ

等
を
骨
子
と
し
て
関
係
官
庁
に
要

望
す
る
こ
と
を
議
決
。

婁
望
内
容
九
ペ
ー
ジ
に
器
)

タ、、ンレス

231

部

寺
而

書

金

合

、

1会労山運負十三一U

.
弔
)力

く

タ■ヨ

彰

C

雑

計

国
産
新
技
術
企
希
等
貸
付

当
初
三
年
間
年
七
・
五
%
、
四

年
目
以
降
年
八
・
 
0
%
←
当
初
三

年
間
年
六
・
五
%
、
四
年
目
以
降

年
七
二
匠
%

山
倒
野
策
緊
急
融
資
は
、
謡
金

利
年
八
・
一
%
、
特
別
金
利
年
七

五
%
、
年
七
・
0
%
の
範
囲
内

で
運
用
す
る
こ
と
と
な
っ
て
い
ま

す
。

ト

入

訊
畝目ネト一

ユ
.
羽

の
う

も
よ

の
し

な
ま

ん

し
み
使

ノ
.

0

Ⅱ男
"
一

一
-
ー

十一一三口

担
利

よ
こ

ー
ー

ミ

合

金

金

顕

一

金

り
】

担

入

助

一
〔
、

会

、
.
」オ

負
、
ーⅡ上下

収

金

3

用

交

入

(

'

金

入

入

J

収

共

十羣n

の

繰

政
府
系
三
機
関
の
基
準
金
利
の
引

き
下
げ
に
と
も
な
い
今
回
、
中
小
企

業
金
融
公
庫
と
、
国
民
金
融
の
特
別

貸
付
の
金
利
、
数
の
よ
う
に
引
き
下

げ
ら
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
六
月
一
日

か
ら
実
施
さ
れ
ま
す
。

円
近
代
化
貸
付
グ
ル
ー
プ

年
<
・
五
%
←
年
七
・
七
五
%

⇔
楢
造
改
善
貸
付
グ
ル
ー
プ

年
八
・
0
%
←
年
七
・
二
五
%

(
う
ち
、
事
業
転
換
貸
付
当
初
三

雑
繰
商

費

女

芋

費

089424

合

費

0

ム
Π
ι
牢

6160801

議

0000005

業

支
年
問
年
七
・
万
%
、
四
年
目
以
降

年
八
・
0
%
←
当
初
三
年
間
年
六

・
七
五
%
、
四
年
目
以
降
七
・

二
五
%
)

国
・
輩
安
会
害
防
止
貸
付
グ
ル
ー

。
フ

費

01325

会

金
費

才
1

事

祭
課

ξ
■
1

547116

電

の

交

87

当
初
三
年
問
年
七
・
0
%
、
四

年
目
以
降
年
七
・
ニ
%
←
当
初
三

年
間
年
六
・
五
%
、
四
年
目
以
降

年
七
・
 
0
%

四
そ
の
他

費

錦107号(第三種郵便物認可)

政府系金融機関

貸出金利

改訂される

奈良会議所こユース

昭和51年度収支決算
昭和52年3月31日現在

科目

昭和52年8月10日(毎月1回10日発行)

安

使

31,638,0001

部

収

益分担金

1,151,000

23,675,110

3,000,0001
12,204,894

奈良商工会議所
(単位円)

越

利・目

1τ1
↓1Π

869,615

游ξ

2,462,769

会計別

出

51,326,278 26,820,109

3,144,999

31,638,000
1,151,000

27,245,689

23,675,110

i l,

法定台帳作成管理費

・一般会計'

5,379,418

3,000,000

2,300,000

16,803,751

12,204,894

費

第107号く第三種郵便物認可)

27,2妬,689

178,055

450,360

相談所会計会館運営会計

4,506,327

5,379,418

82,914

1,225,804

15,997,867

務費

退職積立金

214,974

5,444,999

35,401,050,

20,032.287

1,047,670

昇

1,870,000

建物雜持管理費

401,370

2,5妬,683

4妬,338

Ⅱ3,547,437

96,530

214,974

繰

3,575,090

3,825,133

汰期繰越金

車のご用、うけ九まわります

費

2,210

647,737

40,'n],128

ーー、

8認,940

1,265,733

、.ー

5,599,402

奈良会議所ニュース

1,225,804

787,248

必要なとき、必要な場所て、必要な車
ど利用いただけます。お気軽にお電話

19,823,000

],453,540

63,000

1,870,000

228,529

関西

96,郭0

H4,540

424,980

21,431,710

2,659,記8

26,820,109

2,574,釘8

1,000,000

5,931,7認

6,000,000

カ(株)奈良
支店長立花

昭和詔年8月10日(毎月1回10日発行)

115,310

21,431,710

917,694

35,401,050 113,547,437

1,000,000
6,000,000

3,529,439
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と
 
P
 
R

ニ
マ
ム

ミ

P
R
な
ど
と
い
う
も
の
は
、
大
企

業
が
お
や
り
に
な
る
こ
と
で
、
わ
れ

わ
れ
中
小
企
業
の
手
に
お
え
る
、
の

で
は
な
い
し
、
ま
た
や
る
必
要
も
な

、
、

と
思
っ
て
お
ら
れ
る
方
が
あ

Lる
。
と
ん
で
も
な
い
話
で
あ
る
。
中

小
企
業
な
れ
ぱ
こ
そ
、
な
お
さ
ら
P

R
を
や
ら
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い
。

P
R
は
、
決
し
て
宣
伝
・
広
告
そ

の
も
の
で
は
な
い
。
 
P
R
と
は
、
い

う
ま
で
も
な
く
。
ハ
ブ
リ
ツ
ク
・
り
レ

ー
シ
"
ソ
ズ
の
略
語
で
あ
る
か
ら
、

文
{
子
通
り
公
衆
(
。
ハ
、
プ
リ
ッ
ク
)
と

の
関
係
(
り
レ
ー
シ
ョ
ン
ズ
)
の
こ

と
で
あ
る
。
関
係
と
い
っ
て
、
関
係

を
悪
く
す
る
の
で
は
意
味
が
な
い
、

公
衆
と
の
関
係
を
よ
く
t
る
た
め
の

一
切
の
行
為
の
こ
と
で
あ
る
。
宣
伝

も
広
告
も
、
公
衆
と
の
関
係
を
良
好

に
す
る
こ
と
に
役
立
つ
な
ら
ぱ
、
こ

成
城
大
学
教
授

.
■
 
1
 
-
:
:
ー
ー
●
.
●
■
 
1
 
-
.
■
■
■
 
1
 
1
 
●
、
●
●
 
1
 
1
 
●
●
●
■
、

堀

だ
。
も
ち
ろ
ん
工
場
や
営
業
所
の
所

在
地
の
地
域
公
衆
を
対
象
と
す
る
部

分
、
あ
る
が
、
と
か
く
範
囲
が
広
く

な
る
の
は
止
む
を
得
な
い
こ
と
で
あ

る
。
と
こ
ろ
が
中
小
企
業
の
場
合
は

は
る
か
に
地
域
社
会
に
密
着
し
て
い

る
。
い
や
密
着
せ
ざ
る
を
得
な
い
。

だ
か
ら
こ
そ
、
中
小
企
業
の
ほ
う
が

地
域
社
会
の
P
R
を
重
視
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
地
域
公
衆

の
皿
解
と
協
力
な
し
に
中
小
企
業
の

栄
え
る
道
は
な
い
。

と
こ
ろ
で
大
企
業
が
行
う
P
R
政

策
と
い
え
ぱ
、
第
一
に
綴
導
機
関
対

策
ニ
ユ
ー
ス
レ
リ
ー
ス
の
発
行
、

記
者
会
見
、
.
L
場
見
学
案
内
、
施
設

開
校
 
P
§
の
発
行
、
 
P
R
映
画

の
作
成
、
消
費
者
対
策
、
地
域
社
会

P
R
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
る
で
あ
ろ

う
。
し
か
し
中
小
企
業
の
場
合
は
、

も
っ
。
は
ら
地
域
社
会
P
R
に
焦
点
を

綾
れ
ば
よ
い
の
だ
と
思
う
。

し
か
も
積
極
的
に
大
が
か
り
な
P

R
大
作
戦
を
展
開
す
る
よ
り
も
、
消

極
的
か
も
し
れ
な
い
が
、
地
道
に
P

R
ミ
ニ
マ
ム
を
守
る
こ
と
が
大
切
で

あ
る
。
 
P
R
ミ
ニ
マ
ム
と
い
う
の
は

私
の
造
語
で
、
普
及
し
て
い
る
用
語

で
は
な
い
が
、
そ
の
意
味
は
、
公
衆

と
の
関
係
を
良
好
に
維
持
す
る
た
め

の
最
小
の
条
件
の
こ
と
で
あ
る
。
そ

れ
は
公
衆
に
対
す
る
害
悪
(
公
害
)

を
出
さ
な
い
、
と
い
う
こ
と
で
あ

る
。
さ
ら
に
言
う
な
ら
ば
、
い
わ
ゆ

る
公
害
を
出
さ
な
い
ぱ
か
り
か
、
地

直
義

れ
も
P
R
の
一
部
で
あ
る
が
、
 
P
R

の
全
部
で
は
な
い
。

と
く
に
企
業
P
R
に
つ
い
て
い
う

な
ら
ば
、
企
業
が
公
衆
と
の
良
好
な

関
係
を
作
る
た
め
に
は
、
公
衆
の
意

見
や
批
判
を
と
り
入
れ
て
、
公
衆
の

要
望
に
沿
う
よ
う
に
、
企
業
経
営
を

行
う
こ
と
で
あ
る
。
企
業
の
実
情
を

公
衆
に
正
し
く
埋
解
L
く
い
た
だ
く

こ
と
も
必
要
だ
が
、
そ
れ
は
二
の
次

ぎ
で
、
ま
ず
公
衆
の
要
望
に
マ
ツ
チ

す
る
こ
と
が
先
決
で
あ
ろ
う
。
大
企

業
の
P
R
は
、
と
か
く
実
情
を
周
知

せ
し
め
て
、
公
衆
の
埋
解
と
協
力
を

得
る
こ
と
を
優
先
し
て
い
る
が
、
こ

れ
は
順
位
を
間
違
え
て
い
る
と
い
っ

て
も
よ
い
。

ま
た
、
六
企
業
は
全
国
的
規
模
で

あ
る
か
ら
、
対
象
と
す
る
公
衆
も
全

国
民
を
相
手
と
す
る
形
に
な
り
が
ち

域
公
衆
が
嫌
が
る
こ
と
や
迷
惑
を
感

ず
る
よ
う
な
こ
と
を
し
な
い
こ
と

だ
。

之
と
え
ば
地
元
の
ス
ー
。
ハ
ー
マ
ー

ケ
ッ
ト
が
、
ラ
ウ
ド
ス
ビ
ー
カ
ー
を

使
っ
て
「
い
ら
っ
し
ゃ
い
」
な
ど
一

キ
ロ
四
方
に
ひ
び
き
わ
た
る
よ
う
に

大
声
で
ど
な
る
な
ど
は
、
近
所
迷
惑

も
は
な
は
だ
し
い
。
呼
び
こ
み
が
、

ど
れ
ほ
ど
効
果
が
あ
る
か
は
、
科
学

的
調
査
で
必
ず
し
も
証
明
さ
れ
て
い

な
い
。
か
え
っ
て
入
ろ
う
と
し
た
客

か
逃
げ
る
と
い
う
説
も
あ
る
。
か
り

に
効
果
が
あ
る
と
し
て
も
、
呼
び
込

み
は
道
を
通
る
人
に
聞
と
え
る
程
度

で
十
八
刀
で
あ
り
、
ラ
ウ
ド
ス
ピ
ー
カ

ー
で
が
な
り
立
て
る
こ
と
は
な
か
ろ

中
小
企
業
近
代
化
促
進
施
行
令

一
部
改
正

う
0小

1
場
と
い
え
ど
も
工
場
排
水
や

験
音
、
震
動
の
小
公
害
は
あ
り
得

る
。
小
会
社
や
商
店
で
も
出
入
り
の

ト
ラ
ッ
ク
や
ラ
イ
ト
バ
ン
な
ど
の
路

上
駐
車
で
ご
近
所
に
迷
惑
を
お
か
け

す
る
こ
と
、
あ
る
。
そ
う
い
う
地
元

の
而
を
解
消
す
る
こ
と
、
つ
ま
り

P
R
ミ
ニ
マ
ム
を
{
寸
る
こ
と
が
、
中

小
企
業
P
R
の
第
一
歩
だ
と
思
う
。

〔
堀
川
氏
の
横
顔
〕
朝
日
新
聞
社
を

経
て
、
現
在
、
成
城
大
学
教
授
。
総

合
コ
ミ
旦
ケ
ー
シ
"
ン
研
究
所
所

長
と
し
て
活
躍
。
主
な
著
書
に
「
経

営
を
生
か
す
人
間
関
係
」
、
「
女
子

社
員
の
扱
い
方
」
、
「
話
し
方
と
聞

き
方
の
構
成
」
、
「
取
村
の
仕
方
」

な
ど
が
あ
る
。

<

中
小
企
業
の
業
種
業
態
に
応
じ

て
、
き
め
細
か
い
近
代
化
を
推
進
す

る
た
め
、
中
小
企
業
近
代
化
促
進
法

が
制
定
さ
れ
て
船
り
ま
す
が
、
こ
の

法
律
で
は
、
近
代
化
を
図
る
べ
き
業

種
を
政
令
で
指
定
す
る
こ
と
に
な
0

て
お
り
、
毎
年
度
、
い
く
つ
か
の
業

種
が
指
定
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
こ
の

指
定
さ
れ
ま
し
た
業
種
に
属
す
る
中

小
企
業
が
、
近
代
化
を
図
る
場
合
、

金
融
、
税
制
の
面
か
ら
手
厚
い
助
成

措
置
、
訟
じ
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
て

い
ま
す
。
今
回
の
政
令
の
改
正
の
内

{
谷
は
、
次
の
と
お
り
と
な
っ
て
い
ま

す
。一

、
指
定
業
種
と
し
て
、
次
の
四
業

種
が
追
加
さ
れ
ま
し
た
。

0
野
菜
又
は
果
実
の
漬
物
の
卸
売

業0
米
油
製
造
業

0
鉄
く
ず
加
工
処
理
業

0
ほ
う
け
い
酸
ガ
ラ
ス
製
又
は
ア

ル
ミ
ノ
け
い
酸
塩
ガ
ラ
ス
製
の

理
化
学
用
若
し
く
は
医
療
用
ガ

C

風.
.
一

'

,

冷
一

"
一
一

:
.
ノ

■
一
、

-
L

、

ラ
ス
器
具
又
は
コ
ー
ヒ
ー
沸
か

し
若
し
く
は
ポ
ッ
ト
製
造
業

ニ
、
特
定
業
種
の
追
加
(
こ
れ
は
、

指
定
業
種
の
近
代
化
の
よ
う
に
個
別

企
業
だ
け
で
な
く
、
業
界
ぐ
る
み
で

.
、

0
遵
体
の
層
数
が
三
以
下
の
プ
リ

ン
ト
配
線
基
盤
の
製
造
業

0
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
製
の
フ
ィ
ル
ム

(
厚
さ
が
0
 
・
一
ハ
ミ
リ
メ
ー

ト
ル
未
満
の
も
の
に
限
る
)
の

製
造
業

0
 
/
ー
ト
(
ル
ー
ズ
リ
ー
ブ
及
び

学
習
帳
を
含
力
)
・
便
せ
ん
(
レ

ポ
ー
ト
用
舐
を
含
む
)
又
は
封

筒
の
製
造
業

0
ほ
う
ろ
う
鉄
品
製
造
業

0
地
質
調
査
業
(
建
設
工
事
に
係

る
地
質
調
査
を
行
う
も
の
に
限

る
)

三
、
そ
の
他

.
ノJ

一

4

イ
＼

今
回
の
改
正
に
ょ
り
、
指
定
業
種

は
六
十
四
、
特
定
業
種
は
三
十
八
と

な
り
ま
し
た
。

特
定
業
種
と
し
て
指
定
さ
れ
ま
し

た
「
ほ
う
ろ
う
鉄
器
製
造
業
」
に
つ

い
て
は
、
昭
和
五
十
年
に
近
促
法
が

改
正
さ
れ
て
設
け
ら
れ
ま
し
た
。
関

連
業
種
協
調
型
構
造
改
善
事
業
の
、

ほ
う
ろ
う
用
釉
薬
の
製
造
業
と
し
て

行
う
予
定
で
す
。

こ
の
政
令
は
、
昭
和
五
十
二
年
五

月
二
十
四
日
に
官
報
告
示
さ
れ
て
い

ま
す
。
な
お
、
近
促
法
に
つ
い
て
の

お
問
い
合
せ
は
、
中
小
企
業
庁
計
画

部
計
画
課
ま
で
お
願
い
し
ま
す
。

(

業
種
の
構
造
を
抜
本
的
に
改
善
す
る

必
要
が
あ
る
業
種
を
指
定
す
る
こ
と

で
す
)
は
、
次
の
六
業
種
で
す
。

0
茶
(
荒
茶
を
除
く
)
の
製
造
業

円
円
円
円
円
円
円

m
ト

品
菓

食
冷

武
凍

菓
冷

5

0
 
ル
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ご自身の巣をもつということはー・ー

、フレストラン

C.ぞ_ン《"
営業時間 9.00~22
0ぐブクィム 17:00~器

共済制度加入事業所へ
利益配当金が還付されます

■^●■●旦^^■冨■■^^,■●●^^●三三●^^工邑.Ξ^^●■■1^^●●冒,^^■■卓,^^■■圏■^^●■■■^゛.

当所会員事業所共済制度につきましては、毎々ご懇配賜
わりお礼申し上げます。
さて、同制度の給付金支払V状況ならびに利益配当金が

決まりましたので次によりお知らせ致します。

1朴"ー,1
昂ツカG&G 3,000円

、、

過去1力年間の給付金お支払い状況ならびに利益配当金
自昭和 51年2月1日
至昭和 52年1月31日

0過去1力年間にお支払いした給付金
保険金 5 件計12,000,000
災害保険金 件計
傷害給付金 件計
入院給付金 5 件計 570,000

件計
計/1、 ]2,570,000「コ

0利益配当金
1口について、加入1力月あたり 31

スーバー=ツカ4,000円
キングジョージ4,500円

電気・動装・室姻・防災・土木■取啼役社長同本繁一
共異主宝長斥井英夫

亦良閥工会議所会齢地階

県

.,

..

第107号(第三種郵便物認可)
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^蔵竃王
お菓子は徳村

各種奈良県代理店

徳村商店

奈良会議所ニュース

代表徳村楢良
菓子食品部奈良市大森町24番地 TEL 0742-24-2001~4
冷凍冷菓部奈良市川ノ上町14番地 TEL 0742-22・一飢22~3

昭和52年8月10日(毎月1回10日発行)

中小企業

川

信頼の大きさ・
近電工の
技術で式
脈動し、呼吸し、成長する都市の、
生命のシステムをつくる
技術の確かさ・・・。
近電工は大きな信頼にこたえます。

^

^
^

」

'.島、^.、



は
、
0
と
係
意
味
が
あ
り
そ
う
で

す
。
と
い
い
ま
す
の
は
フ
ァ
ッ
、
ゾ
ヨ

ン
化
路
線
の
輩
だ
は
、
戦
後
な
が

い
間
つ
、
、
つ
い
て
き
た
「
作
っ
元
も
の

を
光
る
」
と
い
う
姿
勢
か
ら
、
「
売

れ
る
も
の
を
作
る
」
と
い
う
姿
勢
へ

の
転
換
が
あ
る
か
ら
で
す
。
つ
ま
り
、

こ
れ
ま
で
の
作
る
こ
と
を
中
心
と
し

た
生
産
志
向
か
ら
消
費
者
の
欲
求
(

ニ
ー
ズ
)
へ
の
適
合
を
中
心
と
し
た

消
費
惠
向
へ
と
企
謡
票
大
き

く
変
換
し
て
き
て
い
る
か
ら
で
す
。

こ
の
よ
う
な
動
き
の
代
表
的
な
も

の
と
し
て
繊
維
産
業
あ
り
ま
す
。

そ
の
大
き
な
理
由
の
ひ
と
つ
に
他
の

商
品
と
は
異
な
り
瓢
品
の
特
徴
と

し
て
嘉
る
"
と
い
う
機
能
の
ほ
か

に
。
装
う
"
と
い
う
非
常
に
情
緒
的

な
側
面
が
大
き
い
た
め
消
費
者
二

1

ズ
が
非
常
に
多
様
化
、
個
性
化
す
る

傾
向
に
あ
る
か
ら
で
す
。
そ
し
て
、

国
民
生
活
水
準
の
向
上
、
余
暇
時
間

の
増
大
な
ど
に
ょ
っ
て
こ
の
よ
う
な

傾
向
が
顕
著
に
な
っ
て
き
九
昭
和
卯

年
代
に
入
0
て
か
ら
繊
維
産
業
と
呼

.
は
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の

た
め
、
現
在
で
は
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ソ
産

業
と
い
え
ぱ
織
維
・
産
拳
指
す
よ
う

に
な
 
0
て
い
ま
す
。

▽
わ
が
国
有
数
の
複
雑
な
構
造
を
も

つ
緻
維
逢
業

b
が
国
の
織
座
業
は
、
原
綿

原
毛
な
ど
の
原
材
料
に
"
紡
ぐ
"
、

。
編
む
"
"
染
め
る
0
 
,
縫
う
"
な

ム

、
~
、
＼
、

ど
の
様
々
な
加
工
を
行
い
、
鰻
終
的

に
衣
料
品
と
し
て
消
費
者
に
供
給
さ

れ
る
ま
で
の
各
段
階
で
分
業
化
、
細

分
化
さ
れ
た
多
く
の
中
砥
細
企
業

に
ょ
っ
て
構
成
さ
れ
る
わ
が
国
有
数

の
複
雑
な
騰
造
を
も
つ
産
業
で
す
。

こ
の
こ
と
か
ら
、
繊
雜
製
品
の
生
産

か
ら
消
壁
ま
で
の
一
連
の
プ
ロ
セ
ス

に
お
け
る
有
機
的
爲
合
の
困
難
さ

が
み
ら
れ
、
全
体
と
し
て
経
済
的
口

ス
(
時
間
的
、
空
間
的
ロ
ス
も
含
め

て
)
を
派
生
さ
せ
て
お
り
、
こ
れ
に

と
も
な
う
り
ス
ク
分
散
の
た
め
の
委

託
販
売
や
返
品
、
投
げ
光
り
な
ど
が

一
般
的
と
な
っ
て
い
ま
す
。
一
力
、

こ
の
よ
う
な
産
業
の
特
質
に
加
え

て
、
海
外
か
ら
の
影
轡
が
あ
り
ま

す
。
つ
ま
り
、
発
展
途
上
国
の
鸞

産
誓
飛
躍
的
な
発
展
に
ょ
る
海
外

市
場
で
の
競
合
、
釜
国
に
お
け
る

国
内
産
業
の
保
輩
義
な
ど
に
ょ
る

輸
出
の
伸
び
悩
み
や
、
輪
入
製
品
の

急
激
な
流
入
増
加
な
ど
で
す
。
)

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
わ
が
国

の
繊
維
産
準
は
こ
れ
ま
で
の
マ
ス

プ
ロ
、
マ
ス
セ
】
ル
ス
の
衣
料
品
の

雀
器
体
制
か
ら
消
費
者
二
ー
ズ

の
多
様
化
ご
局
級
化
、
個
性
化
に
対

応
し
た
付
加
価
値
の
高
い
衣
料
品
の

生
産
流
通
体
制
へ
確
立
が
重
要
な
課

題
と
な
 
0
て
き
て
い
ま
す
。
こ
の
た

め
、
政
府
で
は
、
繊
雜
産
業
重
点
政

策
の
ひ
と
つ
と
し
て
、
繊
維
工
業
の

新
構
造
改
善
対
策
を
策
定
し
、
昭
和

マ
「
作
っ
た
も
の
を
売
る
」
か
ら

「
売
る
も
の
を
作
る
」
姿
勢
へ

最
近
、
い
ろ
い
ろ
な
企
券
活
動

力
針
や
目
標
な
ど
で
「
製
品
フ
ァ
ッ

、
ソ
"
ン
性
を
も
た
せ
て
,
・
・
・
・
・
。
」
「
プ

フ
ッ
、
ソ
ヨ
γ
化
を
図
っ
て
:
:
:
0
」
と

四
年
5
月
成
立
の
「
特
定
繊
維
工
業

構
造
改
善
臨
時
措
置
法
の
一
部
を
改

正
す
る
法
律
」
に
ょ
っ
て
具
体
的
な

施
策
を
展
開
さ
せ
、
わ
が
国
の
繊
維

菜
を
知
識
産
業
を
知
琳
木
約
型
産
業

へ
移
行
さ
せ
国
民
の
二
ー
ズ
に
村
ぬ

し
た
付
加
価
値
の
高
い
産
業
へ
の
転

換
を
図
ろ
う
と
し
て
き
て
い
ま
す
。

マ
ブ
ラ
ン
ド
戰
略
の
重
要
性
が
増
大

以
上
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
こ
れ

か
ら
の
繊
粧
輩
い
わ
ゆ
る
フ
フ
ッ

シ
ョ
ソ
産
業
に
お
け
る
中
心
的
課
題

は
、
消
費
者
一
-
ー
ズ
の
多
様
化
、
高

級
化
、
伯
性
化
に
対
応
し
た
衣
翆
品

の
生
産
1
流
通
1
販
売
と
い
う
体
制

を
い
か
に
し
て
確
立
し
、
り
ス
ク
を

蛭
減
し
付
加
価
値
を
高
め
て
ゆ
く
か

と
い
う
こ
と
^
あ
り
ま
^
づ
。
こ
こ
^

見
の
が
し
て
な
ら
な
い
こ
と
は
、
衣

欝
の
消
変
者
の
情
緒
に
訴
え
る
ウ

エ
イ
ト
が
喪
こ
と
か
ら
商
品
そ
の

も
の
の
特
性
に
加
え
て
イ
メ
ー
ジ
特

性
も
重
要
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で

す
。
こ
の
た
め
、
衣
料
品
の
生
産
1

籍
1
販
売
と
い
う
一
連
の
プ
戸
ダ

ク
ト
・
り
イ
ク
ル
の
短
縮
化
ぱ
か
り

で
な
く
商
品
の
イ
メ
ー
ジ
・
フ
ッ
プ

の
方
策
も
重
要
と
な
 
0
て
き
主
3
。

こ
の
こ
と
は
、
商
品
と
商
品
の
も
つ

イ
メ
ー
ジ
と
が
結
合
さ
れ
た
"
ブ
ラ

ソ
ド
に
ょ
っ
て
消
費
者
に
認
識
さ

せ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
つ
ま
り
、

ブ
ラ
ン
ド
と
い
う
句
」
括
的
な
概
念
に

よ
っ
て
消
群
二
ー
ズ
を
具
体
的
に

と
い
う
言
葉
が
多
く
用
い
ら
れ
る
よ

う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
フ
フ
ッ
シ

ヨ
ソ
と
い
ぇ
ば
流
行
と
い
う
日
本
語

が
あ
て
は
ま
る
の
で
す
が
、
最
近
で

一

商
品
市
場
で
把
握
し
、
そ
の
知
名
度

が
市
場
の
占
有
率
へ
と
つ
な
が
っ
て

き
ま
す
。
そ
の
た
め
、
消
費
者
に
対

し
て
、
商
品
そ
の
も
の
(
色
、
柄
、

素
材
、
ス
タ
イ
ル
な
ど
)
と
商
品
イ

メ
ー
ジ
(
テ
ー
マ
、
基
調
な
ど
)
の

双
方
に
つ
い
て
そ
の
特
徴
を
黒
さ

せ
る
プ
ラ
ン
ド
戰
略
の
重
要
性
が
増

大
し
て
き
ま
す
。

マ
生
産
販
売
の
シ
ス
テ
ム
化
と
プ

ラ
ン
ド
戦
略

こ
れ
ら
の
諸
方
策
を
具
体
化
す
る

に
は
、
多
様
化
、
個
性
化
す
る
二

1

ズ
の
動
向
を
正
確
に
把
擢
し
、
キ
メ

細
か
な
商
品
企
画
、
生
産
体
制
を
整

え
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め

に
は
消
費
者
二
ー
ズ
の
動
向
(
フ
ァ

ツ
シ
ョ
ソ
性
向
)
を
正
確
に
と
ら
え

る
た
め
の
情
報
(
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ソ
恬

報
)
を
収
集
し
、
加
工
し
、
評
価
す

る
こ
と
に
ょ
っ
て
衣
料
品
の
生
産
流

通
過
程
に
浦
け
る
商
品
企
画
、
生
産
、

流
通
、
努
な
ど
の
諸
活
動
に
消
喪

者
二
】
ズ
を
迅
速
、
的
確
に
反
映
さ

せ
る
シ
ス
テ
ム
の
形
成
が
必
須
の
こ

と
と
な
り
ま
す
。
す
な
わ
J
つ
、
消
費

者
一
-
ー
ズ
を
具
体
的
な
製
品
イ
メ
ー

ジ
へ
結
ぴ
つ
け
、
恐
、
的
確
に
生

産
、
流
通
、
努
へ
と
展
開
で
き
る

仕
組
み
を
確
立
す
る
こ
と
で
あ
り
ま

斤戸
子
人

務
璋
正

事
田
田

)

午
地
島

9
ビ
~

.

訟
3

訴
第

・
日

標
佳
凪

国
商
事
相
害
・

.

■
口

・
談
所

タ
案
1
談
新
.
キ

用
定
業

実
鑑
企

内
許
判
中
特
審
所 日

産
、
阪
売
を
行
っ
て
い
る
一
シ
シ
ョ

ン
メ
ー
カ
ー
や
ブ
ラ
ソ
ド
ご
と
に
デ

イ
ビ
ジ
"
ソ
制
を
採
用
し
て
い
る
問

屋
メ
ー
カ
】
な
ど
が
あ
り
ま
す
が
、

人
材
面
、
組
織
面
な
ど
企
業
ベ
ー
ス

と
し
て
未
だ
問
題
が
あ
る
よ
う
で

t
。
現
実
の
問
題
と
し
て
消
費
者
二

ー
ズ
を
具
体
的
な
製
品
へ
と
展
開
し

て
ゆ
く
た
め
に
は
、
何
ら
か
の
形
で

消
費
者
と
接
触
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。
つ
ま
り
、
製
品
の
特
性
把
握
は

品
物
が
存
在
す
る
た
め
容
易
で
し
ょ

う
が
消
変
者
の
特
性
は
関
連
す
る
情

報
に
ょ
っ
て
把
握
す
る
た
め
か
な
り

困
難
で
す
。
そ
の
た
め
、
衣
料
品
の

一
、

西
郡
生

、

一

ー
ー
ー

7
 
3
 
8

6
 
7
 
-

7
 
2
 
2

寺
 
1
鄭

特
士
士
モ
喩
ノ
フ

理
理
 
2
側
飴

国
弁
弁
謬
⑯

区
2
阪

卞
束
北
大

タ
市
町
話
阪
汰
電

内
'

販
売
を
通
し
て
消
費
者
と
接
触
す
る

手
段
(
ア
ソ
ケ
ー
ト
、
モ
ニ
タ
ー
調

査
な
ど
)
を
講
じ
な
け
れ
ぱ
な
り
ま

せ
ん
。
こ
れ
ら
の
手
段
に
ょ
る
二

ズ
情
報
と
製
品
情
報
に
ょ
っ
て
的
確

な
商
品
企
画
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
消
費
者
二
ー
ズ
が

把
握
で
き
た
と
し
て
も
、
最
終
的
に

は
そ
の
イ
メ
ー
ジ
を
製
品
化
す
る
能

力
が
必
要
と
な
0
て
き
ま
す
。
そ
の

た
め
、
最
近
で
は
、
生
産
機
能
を
備

え
た
小
売
、
卸
の
業
態
が
増
加
す
る

傾
向
に
あ
り
ま
す
が
、
今
後
は
メ
ー

カ
ー
、
そ
れ
も
最
終
製
品
メ
ー
カ
ー

(
ア
。
ハ
レ
ル
・
メ
ー
カ
ー
)
が
、
商

7

原出

6

(
,

(
(
(

企
業
は
、
系
す
る
と

(
ろ
)

否
と
に
か
か
わ
ら
ず
国
民

(
こ
)
(
ど
)
経
済
の
一
環
と
し
て
、
そ

(
ン
)
の
経
済
機
能
を
果
た
す
こ

(
力
)
と
に
ξ
て
存
立
を
許
さ

(
の
)
れ
て
い
る
。
い
い
か
え
れ

禽
呂
)
ば
、
国
民
経
済
に
と
っ
て

(
経
)

は
、

自
ら
が
順
当
に
発
展

(
業
)
す
る
の
に
役
立
っ
だ
け
の

久
告
経
済
機
能
を
美
す
能
力

の
あ
る
傘
は
必
要
で
あ
る
が
、
そ

う
で
な
い
企
業
は
む
し
ろ
な
い
方
が

よ
い
と
い
う
こ
と
だ
。
そ
し
て
^
^

の
国
民
経
済
の
動
向
は
、
こ
の
よ
う

な
点
か
ら
み
て
不
適
格
な
企
業
を
遠

慮
会
釈
な
く
淘
汰
し
つ
つ
進
展
し
て

い
る
の
で
あ
る
。

で
は
、
傘
の
経
済
機
能
は
何

(

品
企
画
機
能
を
強
化
す
る
た
め
販
売

機
能
の
具
価
拡
充
を
図
る
グ
ル
ー

プ
化
の
核
を
形
成
し
つ
つ
ぁ
り
ま

す
。
ま
た
、
プ
ラ
ソ
ド
戦
略
に
お
い

て
も
、
従
来
の
小
売
店
イ
メ
ー
ジ
の

ス
ト
フ
ブ
ラ
ソ
ド
に
対
抗
し
て
ア
。
ハ

レ
ル
メ
ー
カ
ー
も
自
社
イ
メ
ー
、
シ
の

メ
ー
カ
ー
ブ
ラ
ソ
ド
を
積
極
的
に
展

閉
し
て
い
き
ま
す
。
い
ず
れ
に
し
ま

し
て
も
、
こ
れ
か
ら
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ

ン
産
業
に
と
っ
て
、
消
費
者
二
ー
ズ

に
迅
速
的
確
に
対
応
し
た
生
産
、

販
売
の
シ
ス
テ
ム
化
と
ブ
ラ
ソ
ド
戦

略
は
今
後
と
、
重
要
な
課
題
と
な
る

で
し
ょ
う
0

)
)
)

現
在
こ
れ
に
類
す
る
も
の
と
し

て
、
小
人
数
で
グ
ル
ー
プ
を
つ
く
り

ニ
ニ
ー
ク
な
商
品
企
画
、
少
量
の
生

認
 
6
 
4

店
店
店

0

そ
れ
は
人
間
の
生
存
に
必
要
な

か消
費
の
た
め
の
財
貨
す
な
わ
ち
商
品

を
そ
の
時
代
や
社
会
状
態
に
相
応
し

た
経
済
的
合
理
的
な
仕
方
で
、
生
産

ま
た
は
配
給
す
る
こ
と
で
あ
る
。

そ
こ
で
、
た
と
え
ば
、
い
ま
、
あ

る
単
位
の
消
費
に
必
要
な
商
品
を
生

目

ト

、
ー
ー
ー
ー
ー
ー
t
)
、
ー
ー
)

品

ツセ
ド

接
ツ

応
べ

企
業
の
役

ば
、
た
と
え
ぱ
七
0
工
場
、
七
0
0

商
店
で
あ
っ
て
も
一
向
差
支
え
な

い
。

む
し
ろ
そ
の
方
が
、
国
民
経
済

や
消
費
者
に
と
っ
て
は
望
ま
し
い
。

重
要
な
の
は
企
業
の
数
で
は
な
く
そ

の
機
能
な
の
だ
。

企
芳
役
割
を
こ
の
よ
う
な
も
の

と
し
て
み
る
と
、
企
菜
の
存
立
如
何

は
こ
の
点
へ
の
認
勢
度
合
に
深
く

か
か
わ
っ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ

る
。
な
ぜ
な
ら
、
優
れ
た
経
営
老
と

い
わ
れ
る
人
々
が
、
ブ
ー
ム
に
踊
ら

さ
れ
た
り
、
不
況
に
あ
わ
て
ず
に
、

着
実
に
経
営
を
発
展
さ
せ
て
い
る
の

は
、
こ
の
点
へ
の
深
い
洞
察
が
あ
っ

た
と
思
わ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

(
中
小
企
業
診
断
士
井
上
誠
逸
)

t
1
t
t
1
-
ー
ー
ー
ー
ー
、

産
す
る
た
め
に
-
0
0
工
場
、
そ
れ

を
配
給
す
る
た
め
に
-
0
0
0
商
店

が
あ
っ
た
と
す
る
。
で
は
こ
の
消
費

の
た
め
に
こ
れ
だ
け
の
工
場
や
商
店

が
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い
か
と
い
え

ぱ
、
答
は
否
で
あ
る
。
現
在
よ
り
不

経
済
、
不
合
理
に
さ
え
な
ら
な
け
れ

ゞ

厭

ユ
',

烹
j
、
'

÷
.
 
4
*
,

〆
、
三
際
,

ゞ
^
 
t
ノ
一
、
'
.
'

寺
山
駒

大
 
1
阜

,
炊
聾

脚
一
、

フ
ァ
ツ
シ
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『

一

ム一

汽
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ホ
づ

イママ
イ
ホ
ー
ム
が
ほ
し
い
、
で
き
れ
ぱ
一
戸
建
て
の
庭
つ
き
の
家
を
ー

と
願
う
の
は
、
だ
れ
も
が
抱
く
珍
の
一
つ
で
し
ょ
う
。
で
も
、
実

際
に
マ
イ
ホ
ー
ム
づ
く
り
と
な
り
ま
す
と
、
資
金
計
画
や
設

計
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
が
で
て
き
ま
す
。
そ
の
た

め
一
般
に
は
、
一
生
に
も
及
ぶ
長
期
の
プ
ラ
ソ
を

た
て
て
マ
イ
ホ
ー
ム
づ
く
り
に
取
組
ん
で
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
こ
こ
で
は
、
こ
れ
ら
山
積
す
る
問
題
の
中
か
ら
マ
イ

ホ
ー
ム
に
関
係
の
あ
る
税
金
に
つ
い
て
説
明
し
ま
す
。

〔
登
録
免
許
税
の
税
率
〕

▽
登
録
免
許
税

士
地
や
建
物
な
ど
の
不
融
を
手
新
築
の
場
合
の
所
有
権
の
保
存
登

記
1
0
 
・
六
%

に
入
れ
た
と
き
は
、
後
か
ら
問
題
が

売
買
に
ょ
る
所
有
権
の
移
転
登
記

生
じ
な
い
よ
う
、
所
有
権
の
所
得
に

関
す
る
登
記
を
し
ま
す
。
そ
の
登
記

・
五
・
 
0
%

の
申
請
の
際
に
納
め
る
の
が
登
録
免

相
統
に
ょ
る
所
右
権
の
移
転
登
記

・
0
・
六
%

許
税
で
す
。
登
録
免
許
税
は
、
手
に

贈
与
に
ょ
る
所
有
権
の
移
転
登
記

入
れ
た
不
動
産
の
価
額
に
税
率
を
乗

じ
て
計
算
し
ま
す
。

1た
だ
し
、
「
自
分
で
新
築
し
た
住

な
お
、
こ
の
計
算
を
す
る
と
き
の

不
動
産
の
価
額
は
、
原
則
と
し
て
市
宅
の
所
右
権
の
保
存
登
記
」
や
「
建

役
所
な
ど
に
俳
け
て
あ
る
固
定
資
売
業
者
な
ど
か
ら
購
入
し
た
新
築
住

産
課
税
台
帳
の
評
価
額
に
ょ
る
こ
と
宅
の
所
右
権
の
移
転
登
記
」
の
場
合

そ
の
登
記
が
次
の
要
件
に
当
て
は
ま

に
な
0
て
い
ま
す
。

税
知
識

る
旨
の
市
町
村
長
の
証
明
書
を
登
記

申
請
き
添
付
し
て
あ
れ
ぱ
、
そ
の

税
率
は
0
・
ニ
%
(
昭
和
五
十
二
年

三
月
三
十
一
日
ま
で
に
新
築
し
た
住

宅
の
登
記
に
つ
い
て
は
0
・
一
%
)

に
な
り
ま
す
。

◎
昭
和
五
十
四
年
三
月
三
十
一
日
ま

で
に
取
得
し
た
自
分
が
住
む
た
め

の
新
築
住
宅
で
あ
る
こ
と
。

◎
新
築
後
、
一
年
以
内
の
登
記
で
あ

る
こ
と
。

◎
そ
の
住
宅
の
床
面
積
が
一
六
五
平

方
メ
ー
ト
ル
以
下
(
昭
和
五
十
二

年
四
月
一
日
以
後
に
新
築
さ
れ
た

木
造
家
屋
は
、
一
六
五
平
方
メ
ー

ト
ル
以
下
で
三
0
平
方
メ
ー
ト
ル

以
上
)
で
あ
る
こ
と
。

マ
不
動
産
取
得
税

土
地
や
建
物
な
ど
の
不
動
産
を
手

に
入
れ
た
と
き
に
は
不
動
産
取
得
税

が
か
か
り
ま
す
。
こ
の
税
金
は
都
道

府
県
税
で
す
。

不
動
産
取
得
税
は
、
不
動
産
の
価

額
に
三
%
の
税
率
を
乗
じ
て
計
算
し

ま
す
。
な
兆
、
そ
の
場
合
の
不
動
産

の
価
額
は
、
登
録
免
嚢
と
同
様
に

市
役
所
な
ど
に
備
付
け
の
固
定
資
産

課
税
台
帳
に
、
記
載
さ
れ
て
い
る
、
評
価

額
に
ょ
る
こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
。

た
だ
し
、
自
分
の
居
住
用
と
す
る

目
的
で
新
築
住
宅
や
士
地
を
手
に
入

れ
た
と
き
に
は
、
汰
の
よ
う
に
税
金

が
軽
減
さ
れ
ま
す
。

マ
住
宅
を
新
築
し
た
り
、
新
築
住
宅

を
購
入
し
た
り
し
た
と
き
は
、
そ

の
不
動
産
価
額
か
ら
三
五
0
万
円

が
控
除
さ
れ
ま
す
。

マ
新
築
住
宅
用
士
地
を
取
得
し
た
と

き
は
、
土
地
を
取
得
し
た
日
か
ら

二
年
以
内
に
住
宅
を
新
築
す
る
な

ど
工
正
の
要
件
に
当
て
は
ま
れ
ば

次
の
ど
ち
ら
か
高
い
方
の
額
が
不

動
産
取
得
税
か
ら
控
除
さ
れ
ま

、
0

を
購
入
し
た
り
し
た
と
き
、
次
の
要

件
に
当
て
は
ま
れ
ぱ
、
住
宅
取
得
控

除
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

◎
昭
和
五
十
四
年
十
二
月
三
十
一
日

ま
で
に
新
築
又
は
購
入
を
し
た
自

分
で
居
住
す
る
新
築
住
宅
で
あ
る

こ
と
0

◎
住
宅
の
床
面
積
が
エ
ハ
五
平
方
メ

】
ト
ル
以
下
で
あ
る
こ
と
。

◎
完
成
後
又
は
剛
入
の
日
か
ら
六
力

月
以
内
に
入
居
し
、
引
統
き
控
除

を
受
け
る
年
の
十
二
月
三
十
一
日

ま
で
居
住
し
て
い
る
こ
と
。

控
除
額
は
、
そ
の
侘
宅
の
床
面
積

三
・
三
平
方
メ
ー
ト
ル
当
り
千
円
と

し
て
計
算
し
た
金
額
で
、
三
万
円
が

限
度
で
す
。
こ
の
控
除
は
、
そ
の
後

も
引
統
い
て
居
住
し
て
い
れ
ば
、
入

一
五
0
万
円
に
三
%
を
乗
じ
た

額
。

②
新
築
住
宅
の
床
面
積
の
二
倍
の

面
積
(
二
0
0
平
方
メ
ー
ト
ル

が
限
度
)
の
士
地
の
価
額
に
三

%
を
乗
じ
た
額
。

▽
住
宅
取
得
控
除

住
宅
を
新
築
し
た
り
、
新
築
住
宅

)
Y

*
ιC

居
し
た
年
以
降
三
年
間
に
わ
た
っ
て

各
年
分
の
所
得
税
額
か
ら
控
除
さ
れ

ま
す
。な

お
、
こ
の
搾
除
を
受
け
る
た
め

次
の
書
類
を
所
得
税
の
確
定

こ
土
、

申
告
書
暴
付
し
て
税
務
署
に
申
告

し
な
け
れ
ぱ
な
り
ま
せ
ん
。

◎
取
得
し
条
屋
の
建
築
確
認
通
知

書
の
写
し
(
建
築
確
認
が
必
要
で

な
い
家
屋
の
場
合
は
郡
図
な
ど

の
写
し
)

◎
登
記
癖
謄
本
や
抄
本
又
は
請
負
契

約
書
や
売
買
契
約
書
な
ど
の
写
し

◎
住
民
票
の
写
し

な
お
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ソ
の
場
合
は

最
初
の
年
に
確
定
申
告
す
れ
ば
二

三
年
目
は
年
末
璽
で
控
除
を
受
け

る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

〒

゛

.
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-
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'
气
」
一

'

1卸

ー
'

8

加
'

て
-
1
"
'

、
、
抽
疫

、
゛

一
,

県
会
俳
連
合
会
で
は
、
依
焚

態
悪
が
統
く
景
気
現
状
に
対
し
善
後

策
を
講
ず
る
よ
う
政
府
・
H
商
等
関

係
官
庁
に
要
望
す
る
こ
と
に
な
っ

た
。
同
要
望
は
、
当
所
経
済
政
策
委

員
会
(
植
田
喜
三
郎
委
員
長
)
で
案

を
と
り
ま
と
め
た
も
の
。

要
望
概
要
は
次
の
と
お
り
。

経
済
政
策
に
対
す
る
要
望

日
本
経
済
の
現
状
は
政
府
に
ょ
る

一
連
の
景
気
刺
激
策
の
実
施
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
依
然
と
し
て
景
気
は
低

迷
し
、
下
期
失
速
の
懸
念
が
増
大
し

て
い
る
。
特
に
こ
の
よ
う
な
戦
後
最

大
の
不
況
の
中
で
公
共
投
資
政
策
に

関
し
て
は
迂
回
度
の
き
わ
め
て
高
い

構
造
不
璽
種
の
経
営
弱
体
化
が
一

段
と
深
刻
と
な
り
、
こ
の
立
ま
推
移

す
れ
ぱ
事
態
は
ま
こ
と
妄
應
す
べ

き
段
階
に
突
入
す
る
公
算
が
強
い
。

当
会
は
こ
の
よ
う
奈
気
の
実
態
に

か
ん
が
み
当
面
緊
急
を
要
す
る
経
済

政
策
に
関
し
次
の
諸
点
に
つ
い
て
意

,
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典

、

ザ
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[

"

一

経
済
政
策
に
対
し
て
要
望
1

見
を
取
り
纒
め
関
係
当
局
の
善
処
方

を
切
に
要
望
す
る
次
第
で
あ
る
。

記

一
、
政
府
禁
気
の
実
張
が
一
、

と
進
行
し
て
い
る
現
状
を
正
確
に

把
握
し
、
勇
断
を
も
っ
て
六
型
補

正
予
算
の
編
成
、
公
定
歩
合
の
引

き
下
げ
を
中
心
と
す
る
需
船
バ
ラ

ン
ス
の
早
期
改
票
に
取
り
組
ま

れ
た
い
。

ニ
、
構
造
不
況
織
の
経
営
危
機
に

対
処
す
る
た
め
、
設
備
廃
棄
な
い

し
は
凍
結
を
中
心
と
す
る
技
本
的

な
施
策
を
傾
注
さ
れ
た
い
。

三
、
構
造
不
況
業
種
を
含
力
中
小
企

業
の
高
度
化
と
讐
転
換
を
容
易

な
ら
し
め
、
併
せ
て
減
量
経
営
の

円
滑
化
を
は
か
る
た
め
金
融
機
関

時
に
政
府
系
金
融
機
関
融
資
の
二

年
間
返
済
猶
予
を
は
か
る
と
と
も

に
、
既
借
入
金
に
つ
い
て
も
長
期

金
利
の
引
き
下
げ
を
講
せ
ら
れ
た

づ
一
二
じ
ハ
ゞ
ゞ
ー

フ
ン
ス
の
早
期
改
善
な
ど
ー

ノ
、
ノ騨 &
▲
、

4

ト
与
支
ぎ

ン

1

'

一

4

才

と
J
 
、
'

鄭

゛

、
ノ
'

、

一

鉾

9

才
レ
で
.
グ

,

▼
わ
制
、
カ

語
●
頁
、

、

゛

ず

一

、

、
 
J
、
、
、

、
キ
峯
b
、
、

七
1
 
、

琴

労
災
保
険
や
失
業
保
険
の
手
統
き
が
わ
十
ら
わ
し
い
と

思
っ
て
お
ら
れ
る
方
は
あ
り
ま
せ
ん
か
?

ψ
扉
で
は
、
こ
の
よ
う
な
事
業
主
の
方
に
代
b
り
、
労

働
保
険
料
の
申
告
、
納
付
や
各
種
の
届
出
等
を
代
行
す
る

制
度
を
設
け
て
い
ま
す
。

こ
れ
が
「
労
勧
保
険
事
務
組
合
」
で
す
。

手
統
き
は
簡
単
、
あ
な
た
の
事
読
合
理
化
に
会
俳

の
街
俊
事
務
組
合
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。(

担
当
石
邑

一
く
実
現
の
た
め
の

十
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合
格
率
五
十
八
0
＼ノ

去
る
七
月
二
十
一
日
猛
暑
の
な
か

で
実
施
さ
れ
た
第
五
回
販
売
士
検
定

の
結
果
が
こ
の
ほ
ど
発
表
さ
れ
た
。

そ
れ
に
ょ
る
と
今
回
の
受
験
者
は

五
十
六
名
で
う
ち
三
十
三
名
が
合
格

合
格
率
は
五
八
,
九
%
と
前
回
(
八

四
%
)
を
大
幅
に
下
回
っ
た
が
、
こ

れ
は
合
惰
点
か
六
0
点
か
ら
七
0
点

に
引
上
げ
ら
れ
た
た
め
と
み
ら
れ

る
0な

お
、
汰
回
は
十
月
五
日
(
水
)

に
第
五
回
二
級
努
士
検
定
が
実
施

さ
れ
る
。

〔
合
格
者
名
)
(
順
不
同
・
敬
称
略
)

熊
野
直
樹
・
香
川
忠
司
・
船
山
守

藤
井
正
則
・
松
本
吉
隆
・
舩
山
勝
正

豊
田
憲
昭
・
井
戸
俊
雄
・
藤
井
勝

松
田
渡
・
藤
田
久
丁
小
笠
原
泰

田
中
勝
博
・
杉
岡
光
男
・
日
水

則雅
道
・
中
棹
康
勝
・
谷
庄
太
郎
・

森
崎
忠
良
・
岸
野
勉
・
{
八
癸

上
田
和
典
・
坂
口
康
久
・
牧
野
県

山
下
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延
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と
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機械組立
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奈良会議所ニュース
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経理事務

社会保険嘆務
全般可
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『

給食朋理人

産業機械組立
15年

20年
8年

和文タイプ

鄭,000叫 0・00~"・00 1 '師

管理職

-10 -

管理薬剤師

100,000円

100,000円

180,000円

200,000円

婦人服販売
店員
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第四回商工まつり

入場券好評受付中.ノ
希望者はお早めに

冨士屋学園
グソレーフ゜

近畿教育テスト協会
奈良県教育テスト協会
良経王里ゼ^ ^

昆 ^71て '^

マーキュ,リー」j羊裁学院

10月22日、 23日の両日、県立福原体

育館において開催される第4回商工

まつりの入場整理券(23日・演芸

シ,ー)に余裕があります。ご希望

の方はお早めに当所までお申込くだ

さい。枚数に制限はありません。

ゴツツレ・らきあ

資格学歴

一般

お子様の進学から・洋裁・簿記・会計まで

一般争

市畝傍町県立橿原公苑内条
2


